
環境になれて

2009.09.15

あっという間に1週間が過ぎました。だんだんここの学校生活にも慣れてきましたよ。1時限が65分間なので、あっという間に感じられるからかも。理数系はそれほど難しくあ
りません。先生の話し方は早くて聞きとれませんが、内容は大体わかります。文系の教科はまず単語を覚えるところから。ノートをとることも。この間、古文の時間に漢文の
「蛇を捕うる者の説」を勉強しました。中国で勉強した国語がこんなところで役に立とうとは、なんだか感無量です。

張 含露さんの日記



初試験

2009.09.24

新しいクラスにきて２週間、みんなと二年の前期期末試験をうけてきました。今日は試験初日、数学Ｂと化学です。中国より試験時間は短くて、問題数もやや少ないかな。選択
問題はほとんどないので、やっかいでした。理系の問題だったので、そう難しくはなかったですが。化学の穴埋め問題はなんとか漢字を書き込みましたが……明日から文系のテ
ストです。がんばるぞ……

張 含露さんの日記



修学旅行1/4

2009.10.06

ラッキーなことに、二年生の同級生達と一緒に、仙台への修学旅行に参加できました。4日間はあっという間でしたが、とても充実して楽しかったです。――前書き
1日目
明け
方大阪は、まだ小雨交じりの天気。やっと青空が顔をのぞかせたころ、それぞれの荷物を抱えて家を出発。集合場所の大阪空港に到着すると、普段は真面目な白いシャツ姿の先
生方が、みんな普段着姿なので、ちょっとへんなカンジ。みんなが集まり、チケットを受け取り、セキュリティチェックへ。学校単位での団体旅行なので、手続きも簡単でし
た。手荷物に液状のものが入っていないかだけ確認され、預ける荷物は「大手前高校」とだけ告げれば、手続きOK。9時に（東京時間でね。以下同）JAL2203は離陸。あまり
大きな飛行機ではなく、私たち3クラス（後発グループ）が乗ってほぼいっぱい。また飛行機に乗ったけれど、特に何も感想はナシ。クラスメートのほとんどは、これが飛行機
初体験なので、離陸の加速がはじまると、あちこちから悲鳴が上がり、飛行機が飛び立つショックより、そっちの方が怖かったな。飛行時間は75分と短かかったです。機内で
どのクラスかわからない人ともおしゃべりしていました。はじめはよそよそしかったですが、私は留学生だとわかると、熱心に話しかけてくれました。あっという間に目的地に
到着。クラスごとに点呼し、車に乗って昼食へ。
　はじめてちゃんと畳に座りました。味噌汁、お豆腐、てんぷらなどいろいろな日本料理を頂きました。どれもなんだか昔っ
ぽくって、よかったです。
　午後は致道博物館へ。7つの展示ブースに分かれ、石器や、昔の漁具、それから古典家具などが展示されていました（ここの写真あるけれど、アッ
プはなしね）。
　夜は４、5人のグループに分かれて、現地の家庭でHomestay。私たちは70過ぎですが、とてもお元気なご夫婦の家でお世話になりました。お二人の話す東北
弁は同級生達もわからなくて、いつもの私のようにウンウンうなずくだけで、私もびっくり（ちょっとおもしろい？）。大歓迎してくださったのですが、それぞれにだされた菊
の花のおひたしにはまいりました。みんな何とかなみだ目になりながら飲み込みました。
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修学旅行2/4

2009.10.06

二日目
いわゆる修学旅行は、遠足とは違います。後者は遊びが主で、前者は農業実習などが目的の、あくまでも『修学』です。と、いうわけで、二日目は私たちも山形県で農
業を体験してきました。
午前は草刈り、もしくは草むしり。みんなで体操服、長靴、軍手をつけて、10人一組で作業です。鎌を使って、草刈がちょっとはかどったかとおもっ
ても、顔を上げて眺めると、草が刈れた場所はほんのちょっと。1時間以上作業してもあまり手ごたえは感じられませんでした。指導してくださったおじいさんが、草刈り用の
道具を使い始めると、たった10分ほどで、私たちの何倍も刈ってしまいました…
　お昼はまた10人、20人に分かれて畳の上でご飯を頂きました。しょうがないことなのです
が、また、菊のおひたしが、昨日は紫色だったのが、今日は良くみる黄色のに変わっていましたが、やはりウッときてしまいました。でもとろろはおいしかったです。
　午後
も引き続きグループ活動。でも比較的ゆったりしていました。トラックに乗ると、みんな歌いだしました。まずクマの足跡をみて、栗の木や、地面に落ちた栗坊主達もたくさん
みました。またトラックに乗って、くねくねした山道を登っていき、途中、指導してくれたおじさん（私達のHomestay先の方なのですが）はきのこも採っていました（なんと
これを三日目の朝食の味噌汁の中で発見）。でもほぼ自由活動のようなもので、おしゃべりしながら笑いのたえない一日でした。
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修学旅行3/4

2009.10.07

3日目 大変な一日
目的はただひとつ：山登り
海抜1984mの月山。山形県の中央に位置し、湯殿山（1500m）羽黒山（418m）とあわせて出羽三山とよばれる。私たちの目的
は海抜1403mの月山8合目から、険しい道を通り山頂まで登ること。久しぶりの登山なので、ちょっとウキウキ気分。論語に曰く、知者は水を楽しみ、仁者は山を楽しむ 。水
は流れてやまず、山は万古不動のもの。そして山は高い山も低い山も、いつかは征服でき、山頂にたどり着きそこからの眺めを見下ろすとき、なんともいえない感動が沸き起こ
るもの。
　 私たちも早速チャレンジ。山頂まで直線距離にしてたった581メートルの行程なんて甘く見てはいけません。登山ルートは何千メートルもあるのです。登り始めは
板で階段が作られた参拝路。勾配も緩やかですが、風景ははるか先まで広がっています。歩き始めて間もなく、岩が埋まった道になりました。坂もだんだん急になってきて、岩
をよじ登っていかなければなりません。集団行動なので、自分勝手に休憩を取るわけにも行きませんし、みんなからおいていかれるのも心配です。でも体力も限界に近づいてき
て…朝、配られた水を3本ともリュックに入れてしまったのも失敗でした。もうゲンカイ、と思い、ついに『ちょっと休まない？」と言うと、なんと先を行くみんなも同意して
くれました。登っては休み（私が休憩をお願いするんだけど）後ろから登ってくる同級生達も、度々大丈夫かと声をかけてくれて、本当に嬉しかったです。下山してくる登山客
とすれ違う際は、みんな挨拶を交わします。がんばって、とか、足元気をつけてね、など声をかけてくれました。登っている最中は、周りの風景を楽しんでいる余裕なんてあり
ません。目に入るのは岩、岩、岩。ときどき、秋風が吹き付けてきて、100m高くなるごとに、気温が約0.65°C下がっていくことを、体感できました。歩いて、歩いて、やっ
と道標が見えてきました。あと、約1400メートル。まだまだありますが、やっと、先が見えてきました。頭の中では「道はいずこに、つねに歩く先に」の言葉がはなれませ
ん……登り始めて130分、ついに頂上です。山頂にあったのは、周りを高い塀で囲まれた小さい神社だけで、遠くまで眺めることができず、ちょっとがっかり。ひんやりした風
が吹いてきます。みんなでお弁当を食べ、一緒に写真を撮り、下山を始めました。
　くだりはのぼりよりずっと楽でした。足の運びが早くなることと、足が痛いこと以外は特
に問題はなし。広い道を歩いているときは、疲れなんて感じませんが、寒さが身にしみます。時折風が吹き付けてきて前に進めなくなることも。どんどん進んでいき、休憩も一
度も取りませんでした。岩だらけの道から、板の階段の道へ、そして、平らな道に。みんなで歓声を上げました。クラスの女子がふもとに一番先に戻ってきたのです。やっぱり
私たちじゃなくちゃね！
疲れたけれど、楽しかったな。
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2009.10.07

最後の一日
集合後、日本三景の一つ、松島へ。まず船に乗り、遠くに伊勢島、鐘島、長命島、桂島などの小島を眺めました。もっと船に乗っていられたら、かもめが見れたの
にな。さっき、船のまわりをたくさんのかもめが飛んでいるのを見たので、ちょっと想像で書いてみました。船の周りの気流を利用して、飛んでいるのかな。でもその後、船の
デッキから、かもめにえさをあげている同級生達を見て、納得……
　
　それからは自由時間。寺社めぐりをしても良いし、食事でも、買い物もOK。わたしはとりあえず、みん
なについていくことに。でも、1515円のお昼はちょっとぜいたくだったかな。刺身がのった一口大のごはんもあって、お刺身追加で315円だけどすごくおいしかった。自分の
生活費だしね。
　それからBeligiumOrgelMuseumへ。なんだかゴージャスな場所。様々なネックレスや、化粧箱、オルゴールなどありとあらゆるものが、金銀のまばゆい光
を放っています。やさしいオルゴールの音は、上流生活の雰囲気を彷彿とさせます。2階では楽器の演奏が。箱ごとに様々な楽器が置かれ、プログラムにあわせて楽器の自動演
奏が行われていました。音楽を鑑賞した後は、お土産を買って帰途に。
　帰りの飛行機で、修学旅行の感想文を書きました。みんなと一緒で本当に楽しかったです。もうすぐ
文系、理系のコース分けです。先生の「さようなら」の挨拶で、想い出を胸に、クラスは解散です。
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新しい生活

2009.10.15

通知を受け取ってからこの新しい寄宿先へ来て、新しいクラスになって、まだ1週間弱です。先生の『失くしたものは恋しく思え、住み慣れていた場所は思い出の中ではつねに
天国のよう』という言葉を思い出します。1ヶ月の間に、たくさんのことを学べました。お世話してくださったホストファミリーの皆様には心から感謝しています。言葉が足り
ないときもありましたが、全てに感謝しています。あたらしいファミリーもすばらしい方々です。慣れるまでにはもう少し時間がかかりますが、もっと仲良くなれるようがんば
りますね。
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日米大学生理科教育テレビ会議

2009.11.21

光栄なことに、その他19名の同級生達と一緒に、学校を代表して「日米高校生理科教育テレビ会議」に参加することができた。日本の主会場は東京にあり、大阪、福岡、沖縄
等その他地域にそれぞれ副会場が設けられた。アメリカの会場はワシントン。テレビ会議のため、主に講演は主会場で行われ、副会場に同時中継するという形がとられた。質問
コーナーになると、一回一回その他の会場に回線が切り替えられる。日本時間の午前8時に開幕し、東京とワシントンで画面を切り替えながら開会の辞などが述べられた。次に
それぞれの理科教育の紹介が行われた。日本側は主に二つの実験についての報告を、アメリカ側は学校の紹介を多めにしていた。紹介が終わると、相手側が上の内容についての
質問を行い、各会場がそれに回答した。私達の学校が担当した問題は、学校はどのように節約を行っているか、だ。会場はしばらくざわついていたけど、私達の学校の生徒が、
教室のエアコンの温度を26度～27度に固定していると答えた。私としてはこれと節約とは関係ないんじゃないかと思うが、この模様はちゃんと報道された。写真はその時の画
像。
　会議におけるやりとりには全て日英の同時通訳がついていた。とても羨ましい。ここでも一度簡単な中日通訳をやったことがあるけど、とても楽しかった。もしかする
と、子供の頃の幼稚な夢なのかもしれないけど、それが今でも私の心に焼き付いているのだからしょうがない。
　そうだ、参加学校の中に沖縄の「開邦高等学校」があったん
だ。KASIの学校だよね。ずっと連絡を取っていないけど、離島での生活はうまくいっているのかな。彼女がいないか、目を凝らしてテレビ画面の隅々まで見渡した。無意味か
もしれないけど。こういう形の「面会」であっても、彼女は元気にしているんだと、知りたかったから。
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クリスマスパーティー

2009.12.20

今日はクラスの女子みんなでクラスメートの家でクリスマスPartyをしました。メインはみんなで作るたこ焼きです。
11時半にＪＲの小さい駅に集合でしたが、電車に乗る前
に、もう10人が集まっていました。全員揃ってから、クラスメートのお宅へ。今日は14人が集まり、クラスメートの一人は来られなかったのですが、隣のクラスからも仲の良
い二人が参加してくれました。テーブルを三つ並べ、二つでたこ焼きをつくって、もうひとつは鉄板焼き用です。人数が多いので、出席番号順に座ることにしました。私は他の
4人と一緒にたこ焼きの担当です。
たこ焼きを作るのは初めてではありませんが、でもあまり普通の家にはないような道具（たこ焼き屋さんで使っているようなひとつひとつ窪
んでいる）で作るのは初めてです。でもみんなと一緒に作るのはすごく新鮮でした。とても手つきが慣れている人もいるし、やっていくうちにどんどんうまくなっていく人や、
私だって『まるっきり大阪人』なんて言われちゃいました。今回は具材も豪華で、好きなものは盛りだくさん、苦手なものは使いません。そのため鉄板にはチーズがあふれかえ
って、おなかがいっぱいになった後は、残った材料でみんな好きなように料理をしました。そのままたこ焼きをつくったり、綿アメを鉄板で焼いてみたり（中国の水あめ料理み
たいになっちゃった）。お隣のテーブルとも食べ物を交換して、焼肉や焼きそばも食べましたがおいしかったです。
おなかいっぱいになったので、片付けてから今度はお菓子
を。アメやビスケット、チョコに今日はじめてaleを飲みました。みんなでぐるっとひとつののテーブルをかこみ、おしゃべりです。誰かの掛け声で、お楽しみのプレゼント交
換が始まりました。各自500円の予算内でプレゼントを用意して、それをテーブルの下に置き、手探りでひとつ選びます。それからみんなで円になって音楽にあわせて、プレゼ
ントを隣に人に渡してぐるぐる回します。私たちが歌ったのはなんと校歌・・・音楽が止まって、みんな自分が手にしているプレゼントが誰が準備したものか発表しあって、お
礼を言いました。
本当に、このクラスにいられて、幸せだな～
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球技大会

2009.12.23

昨日は球技大会。私達のクラスの男子はkickbaseballに、女子は全員dotchballの試合に出てきました。
午前中、1時限だけ授業を受けてからグランドで球技大会が始まりまし
た。トーナメント形式ってよく知らないし、dotchballのルールも実はよくわかっていなくて、中あてみたいなものなのかな。でも二つにわかれてどちらも攻撃できるんだよ
ね。私たちのクラスは午前中と午後に1試合ずつ。とりあえず自分としては、真っ先にあてられなければ良いかなと。でもいつも最後の三人の中に残っていられたよ。クラスで
は特に事前に練習はしなくて、勝つことよりも楽しく参加することに意義があるからね。おかげで2試合とも和気あいあいとした雰囲気で、結果の方は惨敗だったけれど。それ
でも楽しかったからよしとしよう。
　なんだか、日本の学校ってイベントが多いよね。特にスポーツ系の。中国ではスポーツの才能がある人だけが試合に出る機会が多いけれ
ど、こうゆうのも公平で、楽しめていいよね。
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新年（上）

2010.01.04

31日夜11時半、家族のみんなと家の近くの盛泉寺へ行き、昔ながらの2010年の年明けを迎えてきました。
境内は人もまばらで、皆、お堂の中で静かに座って新年を待ちま
す。11時50分ごろ、二人の僧侶による読経が始まりました。“南無阿弥陀仏”の意味は中国語でもよく知らないし、ましてや日本語ではサッパリわかりません。それから参拝客
が順番に焼香をして、ご本尊に手を合わせました。間もなく12時を迎える頃、お坊さんによる講話が始まり、短い話の後、おまちかねの除夜の鐘が鳴りはじめました。新年の
鐘をつくのを実際に見るのはこれが初めてで、なんだか新鮮な感覚ですが、人々の新年の幸せを祈る気持ちは同じですね。
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新年（中）

2010.01.04

一日の朝、家族のみんなとの初朝食の食卓をかこみました。手をかけて準備したごちそうに、箸も新しいものです。午前中はみんなと家の近くのお神社まで“初詣”に行って来ま
した。鈴を鳴らし、お祈りをし、みんなにすすめられて初めておみくじを引きました。こんな占いはこれまでやったことがなく、23番を引き、吉でした。それから去年のお札
をお炊き上げして、新しいお札をいただき、平安無事を祈って家の中におまつりしました。
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新年（下）

2010.01.04

お昼にお父さん方の実家へ。大人は大人で、子どもは子供同士で大賑わいです。お昼ごはんもみんなで食べましたが、気の向くままに、食べたいものを食べるような機会はめっ
たにありませんね。お腹がいっぱいになったら、またおしゃべりをしたり遊んだり。夕食はお鍋でした。これが2回目のすき焼きでしたが、味付けは甘めだったかな。サッと火
をくぐらせたお肉を生卵につけていただきます。お肉はレアなかんじでしたが、食べられますよ。ハハ。こんなふうにみんなでワイワイと過ごす雰囲気、これでこそ、中国で過
ごす『新年』のようですね。
　ひとつひとつのことに、しきたりを見い出そうとして、つい中国での新年と比べてしまいます。異国で迎えた初めての新年、短い4ヶ月の間に、
成長もしました。様々な想像もしなかったような経験ができ、たくさんのことを学び、たくましくなりました。外の世界に飛び出してこそ、世界は広いってわかるのですね。
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週末

2010.02.07

午前中に同級生とスイスからの留学生と一緒に映画を見に行きました。ストーリは南アフリカの新大統領がラグビーチームをワールドカップの優勝にまで導くことを通じて、国
がひとつにまとまっていく姿を描いたもの。原語が英語で、日本語の字幕がついている映画を見るのはこれで2度目。大統領がしゃべる英語はちょっとなまりはあったけれど、
ゆっくりだったので、よく聞き取れました。
夜は餃子を作りました。やっとわたしの出番です。中国にいたときも、そんなに料理はしなかったけれど、餃子ぐらいだったらお
手の物。日本で買える既製品の餃子の皮はちょっとかたいので水でぬらさないとしっかり口が閉じません。今日作ったのは焼き餃子。少々具がはみ出しても大丈夫なので、まず
は見た目を重視して包みました。おかげでみんなにさすが上手だねってほめられちゃった～同級生とスイスの留学生にも包み方教えてあげたけど、ちょっとおまんじゅうみたい
に丸い餃子になっちゃった。家族とみんなでワイワイと楽しくいただきました。ヤッタ！ってかんじかな。

張 含露さんの日記



お久しぶりです

2010.03.11

日記を書くのは本当に久しぶりです。研修から帰ってきたらすぐにテストの準備で、テストもやっと終わりましたが、4月5日までの1週間はまだ学校に行かなくてはなりませ
ん。忙しいですけれど充実した毎日です。この間見学に行ってきましたのでそのときのことを書きますね。
　学校の選択科目で政治経済を勉強していますが、その授業で、先
日、裁判所の見学に行ってきました。希望者を募り、先週の金曜日の3月5日に、学校から一駅のところにある大阪地方裁判所に行ってきました。
　私たちが訪問した大阪裁判
所のビルは十何階建てで、地方裁判所も高等裁判所もここに入っています。集合したとき、1階のロビーのデスクには何冊かの冊子がひろげられていて、民事、刑事、地方、高
等裁判所それぞれの案件の裁判時間ごとになっていました。刑事事件のほうが多かったかな。高等裁判所では殺人事件を扱っていました。地方裁判所の案件は窃盗など比較的罪
の軽いものがほとんどでした。
　私たちはまず誰もいない法廷に案内してもらい、審判員さんから裁判の過程や、法廷内での席の配置などを説明してもらいました。専門用語
がたくさんでてきましたが、大体は聞き取れました。でも、『ボウチョウ』という言葉はさんざん考えてやっと『旁听（傍聴）』のことだと思いつきました。
　私たちは第
405法廷で、覚せい剤取締法違反の裁判を傍聴しました（あの酒井法子の事件も同じ覚せい剤取締法違反だったよね）。とても有能そうな（私の印象では）被告人の弁護士は、
事件の事実確認を被告人にするときも、てきぱきと質問をしていました。被告人の答えからなんとかうまく言葉を引き出し、裁判を展開させていました。それから検察官が事件
の概要と見解とを詳しく述べ、裁判官がそれに対しいくつかの質問をしました。判決日時を通告し、そして閉廷に。続いて窃盗事件の裁判が始まり、その裁判の流れもさきほど
のと大体は同じでした。40分ほど裁判が行われ、私たちの傍聴も終了です。
　実際に体験するとやっぱり違いますよね。一生のうち一度もこんなところには来ない人がほとん
どだろうと思うので、今回は、本当に貴重な体験をさせてもらいました。

張 含露さんの日記



研究発表

2010.03.31

半年の調査準備期間を費やし、その成果を昼より3時間かけて行われた国際会議で発表しました。その様子はNHKのニュースでも2分間、放送されました――高校生国際科学会
議が成功裡に閉会というニュースの中で。
中国、韓国、タイ、日本の４カ国、５校から参加した高校生たちが環境問題について論じました。私たちのグループは５人で日本代
表として参加です。発表内容は科学肥料に含まれる窒素が土壌・水質汚染に及ぼす影響についてです。研究発表が終わると、みんな順番に『Weare theworld』の音楽に合わせ
て自国の言葉で「共同宣言」を（スクリーンに英語の翻訳文が映し出されます）行いました。みんなでまず身近なことから私たちの地球を守っていくことを誓います。会議は盛
会で、先生方からも「大成功だ」とおっしゃっていただきました。
会議が終わってから、グループのみんなとマックでささやかな打ち上げをしました。みんなと準備したこの
期間、とても充実してそしてすばらしい時間が過ごせました。凍った土を採取したこと、コーヒーを飲みながら英語の翻訳に取り組んだこと、あと何日で、こんなたいへんな日
が終わるのかなと指折り数えて、はやく普段の生活に戻りたいね、とみんなで言っていたのに、いざその時になったら、まだみんなとのあの忙しかった日々が続くといいな、ま
だ発表をしたいな、と思ってしまい、あの日々がどんなにすばらしい、宝物のような日々だったのかと気付かされました。
3月25日　記
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速い

2010.05.30

残り50日というのがどういうことであるのか、昨日初めて自覚した。後輩たちの話では、もう次の長期留学生の選抜が始まったらしい。あっという間に一年が過ぎ去ってしま
った。複雑な心境。今はまだ思い出に浸る時ではないよね。残りの一か月余りを大切に大切に過ごしていこう。

張 含露さんの日記
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